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交
通
網
整
備
に
よ
る
町
づ
く
り

京
滋

京
奈

バ
イ
パ
ス
の
早
期
実
現
も
要
望
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』
の
ほ
ど
、
小
倉
町
・
南
陵
町
地
域
と
白
川
・
志
津
川
地
域
の
整
備
計
画
案
を

ま
と
め
ま
し
た
。
小
倉
町
・
南
陵
町
地
域
で
は
、
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自
各
種
の
住
宅
地
の
特
性
を
考
慮

し
た
整

備
を
進
め
る
一
方
、
市
民
の
森
構
想
の
推
進
な
ど
を
計
画
。
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ヨ
ン
地
域
と
し
て
位
置
づ
け
、
景
観
保
全
や

－
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
－
1
1
1
1
1
1
1
1
1
－
1
1
1
1
－
－
―
‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
―
‐
Ｉ
Ｉ
ｓ
ｌ
ｔ
ｌ
ｌ
1
－
1
Ｉ
自
―
－
1
－
－
1
1
－
－
‐
ｅ
ｌ
ｌ
ｅ
6
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
－

自
然
と
の
触
れ
合
い
を
中
心
に
計
画
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
の
計
画
案
も
、
今
月

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
地
域
整
備
計
画
は
、
総
合

計
画
に
基
づ
き
昭
和
七
十
年
を

展
望
し
て
、
市
域
か
干
二
地
域
に

分
け
る
第
一
次
生
活
圏
ご
と
に

土
地
利
用
計
画
、
公
共
施
設
配
置

計
画
、
住
環
境
整
備
計
画
を
立
案
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
と
有
機
的
に
か

か
わ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ー

骨
子
と
し
て
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
両
地
域
計
画
案
は
、
前

回
の
宇
治
、
広
野
町
地
域
に
続
く

も
の
で
笠
取
、
六
地
蔵
・
木
幡
、

▲西宇治の中心、近鉄小倉駅周辺（撮影58年10月）
Ｉ
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菟
道
・
明
星
、
椛
島
町
の
各
地
域

と
合
わ
せ
て
、
こ
れ
で
八
地
域
の

計
画
案
が
ま
と
ま
っ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
の
ほ
ど
ま
と
め
た
小

倉
町
・
南
陵
町
抽
鸞
百
川
・
志

津
川
地
域
の
整
備
計
画
案
の
主
な

内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

緑
道
と
市
民
の
森
構
想

小
倉
町
・
南
陵
町
地
域

昭
和
六
十
五
年
の
人
口
蔵
三

万
三
千
七
百
人
と
想
定
。

土
地
利
用
計
画
で
は
、
地
域
を

四
つ
の
ゾ
ー
ン
に
区
分
。
西
部
は

牛
画
羅
地
と
し
て
の
保
全
整
備
を

図
る
と
と
も
に
、
住
宅
地
に
隣
接

し
て
市
民
の
森
を
配
置
す
る
農
業

振
興
地
区
と
し
て
い
ま
す
。

中
央
部
は
、
生
活
道
路
な
ど
の

都
市
基
盤
整
備
や
オ
ー
プ
ン
ス
ペ

ー
ス
の
確
保
な
ど
を
課
題
と
す
る

住
宅
地
区
。
東
部
は
、
旧
集
落
の

景
観
保
全
と
、
開
発
が
予
想
さ
れ

る
区
域
内
農
地
の
良
好
な
宅
地
化

を
図
っ
て
い
く
低
・
中
密
度
住
宅

地
区
。
南
部
は
、
良
好
な
住
宅
地

と
し
て
、
積
極
的
に
保
全
を
図
っ

て
い
く
低
密
度
住
宅
地
区
と
し
て

い
ま
す
。

道
路
・
交
通
体
系
計
画
で
は
、

国
道
2
4
号
線
と
各
地
域
幹
線
道
路

の
交
通
量
緩
和
を
図
る
た
め
、
京

Ｅ
、
京
奈
両
バ
イ
パ
ス
の
早
期
実

現
を
要
望
。
さ
ら
に
、
こ
の
地
域

と
棋
島
・
宇
治
方
面
と
の
連
携
を

強
化
す
る
た
め
、
都
市
計
画
道
路

宇
治
・
棋
島
線
と
里
尻
・
大
久
保

線
の
整
備
を
促
進
す
る
こ
と
と
し

て
い
車
ｙ
。
中
央
部
の
生
活
道
路

整
備
は
、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の

確
保
を
含
め
て
、
面
的
な
居
住
環

境
整
備
の
方
向
を
見
定
め
る
中
で

検
討
。
ま
た
、
近
鉄
小
倉
駅
か
ら

宇
治
方
面
へ
の
バ
ス
ル
ー
ト
の
新

設
や
小
倉
駅
へ
の
急
行
停
車
に
つ

い
て
要
望
ず
る
こ
と
と
し
て
い
ま

小倉町・南陵町地域整備計画案

京滋バイパス

建設着工へ

10月26日に工事用道路の起工式

す
。公

共
施
設
配
置
計
画
で
は
、
中

央
部
に
は
図
書
館
分
館
や
児
童
館
、

市
役
所
支
所
と
し
て
の
機
能
を
含

め
た
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
を
、
東

部
に
は
、
既
設
の
地
区
公
民
館
を

主
体
と
す
る
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

を
配
置
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
地

域
市
民
セ
ン
タ
ー
に
隣
接
す
る
他

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ー
施
設
を
含
め

て
、
複
合
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
″
Ｉ

ソ
ー
ン
の
形
成
を
図
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
南
部
に
は
、
神
明
地

域
と
の
牛
活
圏
で
の
つ
な
が
り
を

得
る
た
め
の
集
会
施
設
を
配
置
。

西
部
に
は
、
市
民
の
森
構
想
を
実

尽
ａ
ｉ
西
部
ゾ
ー
ン
ｍ
ｍ
目
】
南
部
ゾ
ー
ン

四
匹
川
一
中
央
ゾ
ー
ン
冊
四
四
市
民
の
森

東
部
ゾ
ー
ン
○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ゾ
ー
ン

考

里
尻
・
大
久
保
線
↓
’
々

参

京
滋
バ
イ
パ
ス
西
笠
取
工
事
川

道
路
の
起
工
式
が
十
月
二
土
八
日

に
、
二
尾
イ
ン
タ
ー
建
設
予
定
地

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
道
路
は
、
仮
称
宇
治
ト
ン

ネ
ル
（
二
尾
・
菟
道
閲
、
四
千

二
百
五
十
メ
ー
ト
ル
）
の
工
事
用

資
材
搬
入
道
路
と
し
て
つ
く
ら
れ

ま
す
。
工
事
内
訳
は
、
市
道
西
笠

取
線
の
租
忖
幅
員
三
・
五
メ
ー
ト

４
工
事
用
道
路
建
設
の
た
め
の
伐
採
作
業
（
二
尾
で
）

現
す
る
た
め
に
、
ま
ず
緑
道
の
配
こ
と
と
し
て
い
ま
す

置
を
行
い
、
段
階
的
整
備
を
図
る

白川・志津川地域整備計画案

四回。Ｓ5ソーン

ロ］。Ｓｔゾーこ・

Ｅコｎヅー。

自
然
公
園
の
配
置
な
ど

白
川
・
志
津
川
地
域

昭
和
六
十
五
年
の
人
口
を
、
千

百
人
と
想
定
。

土
地
利
用
計
画
で
は
、
地
域
を

三
つ
の
ゾ
ー
ン
に
区
分
。
西
部
は

文
化
財
や
歴
忠
的
町
並
み
の
景
観

保
全
と
、
茶
業
を
は
じ
め
と
し
た

農
業
の
生
啓
諒
裁
備
を
推
進
す

る
農
業
振
興
地
区
。
東
部
は
、
風

光
明
美
な
環
境
に
調
和
し
た
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
地
と
し
て
の
機
能

の
拡
大
を
図
り
、
第
三
次
生
活
圏

施
設
を
配
置
し
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
地
区
。
南
部
は
、
残
存
す
る

折
居
国
有
林
と
乱
開
発
の
恐
れ
の

あ
る
民
有
林
の
適
正
な
活
用
を
行

い
、
ス
ポ
ー
ツ
ー
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
地
区
と
し
て
い
未
了
。

道
路
・
交
通
体
系
計
画
で
は
、

市
原
白
川
・
寺
田
線
に
接
続
す
る

林
道
立
場
線
の
幹
線
道
路
と
し
て

ル
全
ハ
・
五
メ
ー
ト
ル
へ
の
拡
幅

と
、
市
道
勢
ノ
谷
・
尼
ケ
谷
線
の

現
行
幅
員
三
メ
ー
ト
ル
至
ハ
・
五

メ
ー
ト
ル
に
拡
幅
・
新
設
す
る
こ

と
で
す
。
工
事
総
延
長
二
土
八
百

九
十
メ
ー
ト
ル
、
工
費
総
額
一
億

九
千
五
百
万
円
で
、
工
事
終
了
は

来
春
の
見
通
し
で
す
。

京
滋
バ
イ
パ
ス
の
計
固
が
、
建

設
省
と
日
本
道
路
公
団
に
よ
っ
て

発
表
さ
れ
た
の
は
昭
和
四
土
〈
年
。

い
よ
い
よ
こ
れ
か
ら
は
、
具
体
的

な
工
事
が
開
始
さ
れ
、
京
都
国
体

前
年
の
六
十
二
年
末
巡
蔑
の
予

定
で
す
。

の
拡
幅
整
備
を
要
翼
こ
れ
に
よ

り
、
交
通
璽
の
分
散
化
と
沿
道
土

地
利
用
の
促
進
、
な
ら
び
に
他
地

域
と
の
広
域
的
な
つ
な
が
り
を
図

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

多
目
的
な
道
路
と
な
る
大
津
南
郷

・
宇
治
線
バ
イ
パ
ス
の
新
設
を
要

望
ず
る
と
と
も
に
、
京
滋
バ
イ
パ

ス
工
事
車
両
用
道
路
の
地
域
幹
線

道
路
化
に
つ
い
て
も
安
全
性
と
利

便
性
を
配
慮
し
な
が
ら
賢
亡
、

生
活
道
路
と
し
て
、
宇
治
・
志
津

川
線
の
バ
イ
パ
ス
建
設
も
検
討
す

る
こ
と
に
し
て
い
米
沢

公
共
施
設
配
ほ
計
画
で
は
、
東

部
の
自
然
公
園
整
備
の
一
環
と
し

て
、
展
望
施
設
や
休
乱
改
場
を
配

置
す
る
一
方
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
誘
導
を
行
う
こ
と

に
し
て
い
ま
ず
。

ま
た
、
西
部
に
は
宇
治
茶
に
関

す
る
資
料
展
示
を
は
に
ゐ
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
な
ど
を
備
え

た
仮
称
宇
治
茶
歴
史
文
化
セ
ン
タ

ー
を
民
間
資
本
に
よ
る
建
設
・
運

営
で
検
討
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。公

園
・
緑
地
計
画
で
は
、
東
部

に
自
然
公
園
か
前
置
、
そ
し
て
西

部
に
は
全
市
レ
ベ
ル
の
緑
辺
を
配

置
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
こ

の
緑
道
は
、
山
城
総
合
運
動
公
園

や
笠
取
に
配
置
予
定
の
市
民
野
外

セ
ン
タ
ー
と
を
結
ぶ
幹
線
緑
辺
と

な
る
も
の
で
す
。
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小倉町・南陵町、白川・志津川地域

地域整備計画案まとまる
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市
職
員
給
与
の
あ
ら
ま
し

　
市
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
は
、
五
十
六
年
に
内
容
を
公
表

し
ま
し
た
が
、
今
回
も
よ
り
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ

て
い
た
だ
こ
う
と
給
与
の
あ
ら
ま
し
を
公
表
し
ま
す
。
市

職
員
の
給
与
は
、
地
方
公
務
員
法
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
給

与
決
定
の
原
則
に
従
っ
て
、
議
会
の
議
決
を
経
て
条
例
で

定
め
て
い
ま
す
。

決
算
額
に
占
め
る

　
　
　
　
　
人
件
費
の
割
合

（
5
7
年
度
普
通
会
計
決
算
見
込
み
）

※人件費には、職貝給与のほか、特別職（市

　長、議貝など）及び非常勤職貝に支払った

　給料報酬などすべての金額が含まれていま

　す。

②
職
員
給
与
費
の
内
訳

（
5
8
年
度
普
通
会
計
予
算
）

　　　職貝1人当り年間平均給与費439万円

※給与費は一般職（特別職を除く）の職貝に

　かかる金II（共済費は除く）。その他手当に

　は退職手当を含んでいません。

③平均給料月額と平均年齢の状況
　　　　　　　（58年4月1日現在）

区分
一般行政職

平均給料月額 平均年齢

本市 210，400円 34．8歳

国 208，297円 40．l歳

④初任給の状況（58年4月1日現在）

区分

本市 国

採用時 2年経過後 採用時 2年経過後

一般

行政職

大学卒 　　　　　　円112，600 　　　　　　円137，300 　　　　　　円101，900 　　　　　　円112，600

高校卒 　　　　　円94，700 　　　　　　円112．600 　　　　　円85，900 　　　　　円91，500

※国の大学卒はー試験区分卜級乙の例を用いていま－i－

⑤一般行政職の経験年数別平均給料月額の状況
　　　　　　　　　　　　　　　（58年4月1日現在）

譜7 10年 15年 20年

大学卒 199，700円 241，600円 286，600円

高校卒 172，400円 210，900円 249，500円

⑥一般行政職の等級別職員数の状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（58年4月1日現在）

区分 1等級 2等級 3等級 4等級 5等級 6等級 7等級 計

職務内容
部長

次長級

課長

主幹級

係長

主査級
主事等 ／

職貝数 19人 65人 91人 119人 264人 66人 39人 3人 666人

構成比 2．8％ 9．8％ 13．7％17．9％39．6％9．9％ 5．9％ 0．4％100．0％

　
や
浄
附
を
は
じ
め
て
知
け
た
の

は
ヽ
が
仙
（
か
郎
駅
）
の
が
瓢
争

に
砂
ん
で
い
た
猷
影
と
い
う
お
剔

さ
ん
で
し
た
Ｉ
ガ
を
二
鍛
（
六
四

六
）
の
こ
と
で
す
。

　
あ
る
ｍ
ｍ
ｉ
ｉ
は
、
示
俘
と
い
う

知
み
を
を
れ
て
ヽ
が
秒
か
ら
や
洽

耐
の
石
和
思
ｔ
へ
叙
い
で
い
ま
し

ベ
ガ
秘
と
岨
鍬
（
罵
診
か
）
の

匪
威
の
あ
た
り
で
ヽ
と
あ
る
祝
叫

に
さ
し
か
か
る
と
。
お
れ
の
な
か

に
ぺ
っ
の
シ
ャ
レ
゜
ウ
ベ
（
粉
飾

柘
）
が
浄
ち
て
い
ま
す
・
あ
わ
れ

に
段
つ
た
影
を
は
ヽ
そ
れ
を
l
S
．
M

に
撤
わ
せ
て
ヽ
て
い
ね
い
に
和
の

⑩

シヤレコウベの

恩返し

恥
が
そ
の
毅
に
示
き
ま
す
と
ヽ
た

い
そ
う
な
も
て
な
し
で
す
。
で
も

呼
け
な
逮
く
な
る
と
ヽ
則
は
狽
に

　
「
慰
が
撒
っ
て
き
た
よ
う
だ
、
冪

く
胆
て
怜
っ
て
く
れ
」
と
、
か
兪

に
訃
う
の
で
す
。
ふ
し
ぎ
に
股
っ

た
l
S
；
M
は
ヽ
ど
う
し
て
創
に
か
い

撒
す
の
か
と
砂
い
て
み
ま
し
た
。

　
す
る
と
則
は
ヽ
む
か
し
拗
は
ヽ

飛
と
と
も
に
耐
妙
に
お
て
ヽ
た
い

そ
う
お
公
を
も
う
け
ま
し
’
た
が
、

殷
い
ぶ
は
撒
り
恋
で
秘
を
轍
し
ヽ

そ
の
お
飢
を
べ
か
む
め
に
し
た
の

で
す
’
m
に
か
て
ら
れ
た
秘
は

そ
れ
か
ら
m
の
お
Ｍ
に
昏
ま
れ

い
‥
一
に
距
か
せ
て
お
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
ご
う
じ
1
し

　
そ
の
後
、
宇
治
奨
は
り
っ
ぱ
に

出
来
あ
が
り
、
道
登
も
万
侶
も
シ

ャ
レ
コ
ウ
ベ
の
こ
と
は
、
も
う
す

っ
か
り
ぶ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
葎
二
恥
も
ヽ
と
う
と
う
謡

日
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の
日
の
夕

暮
れ
の
こ
と
で
す
。
一
人
の
見
知

ら
ぬ
荊
が
’
U
M
の
ｎ
欧
に
和

て
ヽ
示
恥
を
ゆ
び
か
し
ま
し
た
・

お
と
こ
ど
う
と
ま
ろ

男
は
、
道
登
と
万
侶
の
お
か
げ
で
。

　
　
　
　
た
ま
い
に
ち
お
く

た
い
へ
ん
齢
し
い
毎
日
を
送
っ
て

い
る
の
で
・
新
静
は
そ
の
ま
む
し

を
し
た
い
と
昏
う
の
で
す
。

　
男
に
さ
そ
わ
れ
る
ま
ま
に
、
万

て
、
帳
し
ん
で
い
ま
し
た
が
、
逮

り
か
か
っ
た
あ
な
た
と
道
登
さ
ま

に
除
け
ら
れ
た
と
い
う
の
で
す
。

刳
日
は
そ
の
ご
駄
逮
し
を
し
た
の

で
す
と
言
い
ま
し
た
・

　
シ
ャ
レ
コ
ウ
ベ
を
撤
っ
た
こ
と

　
お
も
だ
ま
ろ
て
ら
か
え

を
思
い
出
し
た
万
侶
は
、
寺
に
帰

っ
て
吝
影
に
、
暇
を
か
ら
の
お
和

事
を
話
し
ま
し
た
・
道
登
は
、
死

ん
だ
だ
で
も
裂
磁
し
を
す
る
の
だ

か
ら
ヽ
か
き
て
い
る
心
は
だ
れ
で

も
ヽ
だ
の
裂
を
か
れ
て
は
い
け
な

い
よ
と
。
万
侶
に
教
え
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
歴
史
資
料
室
）
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⑦
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
の
状
況

年度 指数

55 120．3

56 120．6

57 117．1

※ラスパイレス指数は
　地方公共団体の職貝

　構成が国と同一であ
　ると仮定した場合に
　国の給料額を100と

　して求められる数値
　です。

⑧
職
員
手
当
の
支
給
状
況

〈Ａ〉期末・勤勉手当（ボーナス）の支給割合

　　　　　　　　　　　　　（57年度支給割合）

区分
本市 国

期末 勤勉 期末 勤勉

6月期 1．4月分0．5月分1．4月分0．5月分

12月期 1．9月分0．6月分1．9月分0．6月分

3月期 0．5月分 － 0．5月分 －

計 3．8月分1．1月分3．8月分1．1月分

〈Ｂ〉退職手当の支給率
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（58年4月1日現在）

／
本市 国

自己都合 特別希望 自己都合 勧奨

20年 26．9月分 45．1993月分 21．0月分 29．6625月分

30年 48．666月分 72．02月分 41．25月分 55．935月分

35年 56．582月分 83．72月分 48．125月分65．2575月分

最高限度額 68．832月分 87．62月分 60．0月分 65．2575月分

※現在退職手当の支給率の是正期間中であり、59年度には本市欄の特別希

　望退職の限度額か81．9月分となります。

　なお、特別希望退職とは5o歳以上のキ齢または、20年以上の勤続年数に

　達した職貝を対象とする計画的な人事の刷新のために行う制度です。

⑨
特
別
職
の
報
酬
等
の
状
況

区分 給料月額等

給

料

市長 600，000円

助役 490，000円

収入役 420，000円

報

酬

議長 370，000円

副議長 330，000円

議貝 300，000円

期
末

勤
勉
手
当

市長

助役

収入役

区分 期末 勤勉

57支
諮

6月期 1．4月分 0．5月分

12月期 1．9月分 0．6月分

3月期 0．5月分 －

計 3．8月分 1．1月分

議長

副議長

議貝

57支
諮

6月期 1．4月分 －

12月期 1．9月分 一

3月期 0．5月分 －

計 3．8月分 －

（
5
8
年
4
月
1
日
現
在
）

ふ
る
さ
と
む
か
し
話

　　　　Iゝ　　ｄ難B

　凛塁震

怒贈に

　願J56l｜6，0755R

　ぶ，0乙：5円1
，289人

　　　　32117，6725円

　　　｀………2・．・・：・：・・S・1・：：・：・2：：：・1

2531§9

　　　……；確説濃塗圖

　　　ｊの他Ｅ人件費

　e65億4，131万円i69億2，956万円

倍（25．8％）（27．3％

j．‘・姐心‘，99M・・・．－●i・・・．・

朧経巡・住民基本台帳人口

　　　　　　156．589人

　　　　　（58．3末現在）

　投責的経費

　　5938．742万円゛扶助費・公價費

　　　　（23．6％＞15嗜454万円

　　　　　　　　23．3％）

①
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11月18日から第5回宇治市公民館企画展

私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
字
治
の

町
に
は
、
伝
統
的
な
年
中
行
事
や

数
多
く
の
史
跡
、
名
所
旧
跡
が
あ

り
ま
す
。

例
ｙ
ぽ
、
茶
ま
っ
り
ゃ
県
祭
り
、

花
火
大
会
な
ど
の
行
事
、
平
等
院

や
三
室
戸
寺
、
万
福
寺
な
ど
の
有

名
社
寺
と
数
え
あ
げ
れ
ば
き
ひ
が

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
肴
形
、
無

形
の
も
の
が
、
時
の
流
れ
と
共
に

変
容
し
、
な
か
に
は
そ
の
姿
を
消

し
て
ゅ
く
も
の
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
ぶ
落
市
公
民
館
で
は
、

六
サ
ー
ク
ル
と
共
催
で
公
民
館
サ

ー
ク
ル
活
動
な
ど
を
通
じ
て
選
ん

だ
宇
治
百
景
を
、
い
ろ
い
ろ
な
形

で
表
現
し
た
作
品
展
を
開
き
ま
す
。

公民館のお知らせ
山代谷隆さん（63）

やましろ臈纈（ろうけつ）工房主人（染師）

手
づ
く
り
の
宇
治
百
景
の
作
品

に
触
れ
、
郷
土
の
よ
さ
と
こ
れ
か

ら
の
宇
治
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

〈
宇
治
百
景
展
〉

▼
と
き
・
・
・
Ｕ
ｉ
；
2
ｍ
ｉ
－
2
0
日

㈲
、
午
前
1
0
時
～
午
後
7
時
（
た

だ
し
2
0
Ｅ
は
午
後
4
時
ま
で
）
▼

と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
市
公
民
館
三
階
大

＜
Ｒ
議
室
▼
内
容
…
下
表
。

〈
講
演
〉

▼
と
き
・
・
・
Ｕ
8
日
出
、
午
後

2
時
▼
と
こ
ろ
ふ
高
市
公
民
館

▼
テ
ー
了
・
お
蕃
｀
道
中
▼
講
師

…
宇
治
市
歴
史
資
料
室
、
若
原
英

○宇治市公民館…宇治里尻71の

9（ｔｓ⑩2804）

○宇治市木幡公民館…木幡内畑

34の7（豊⑩8290）

○宇治市小倉公民館…小倉町寺

内91（ａ⑩4687）

「
い
や
あ
、
染
め
物
は
伯
と
柄
を
自

分
の
思
い
通
匯
仕
上
げ
る
の
に
苦
労
し

毒
了
。
一
生
の
課
題
で
す
わ
」
と
、
熱

い
視
線
で
語
る
山
代
谷
さ
ん
。

染
色
加
工
一
筋
に
四
十
三
年
。
そ
の

功
労
を
賛
え
ら
れ
、
山
代
谷
旁
ぼ
本

年
度
の
宇
治
市
技
能
功
労
者
に
選
ば
れ

ｗ

ｆ
・1

1
1
1
1
1
Ｘ
÷
‘
‐
～
”
｀
心
”
‘
‐
Ｓ
‰
鼻

2 7
1

戈
嘱
託
員
。

宇治百景出展作品の内容

作品の種頬 版画・短歌・和紙豆人形ほか

題

材

名所・旧跡

史跡
木幡・六地蔵・黄槃・三室戸・宇治橋・白川・志津川・笠

取・小倉・伊勢田・大久保

年中行事 県祭り、花火大会など

字治十帖

〈
8
ミ
リ
映
画
〉
▼
作
品
名
・
：
「
宇
治
橋
」
カ
ラ
ー
作
品
3
0
分
、
期
間
中
、
随
時
上
映
。

版
画
教
室

～
年
賀
状
づ
く
り
～

木
幡
公
民
館
木
版
教
室

▼
と
き
・
：
Ｈ
月
2
2
日
Ｓ
’
2
8
日

囲
、
1
2
月
5
日
側
、
午
後
6
時
半
ト

8
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
木
幡
公
民
館

▼
内
容
・
：
木
版
（
下
絵
づ
ぐ
り
、
版

木
へ
の
転
写
・
彫
り
方
・
刷
り
方
、

彫
口
上
げ
）
▼
指
導
・
：
市
立
木
幡

中
学
校
教
諭
、
馬
場
徹
さ
ん
▼
対

象
・
：
市
内
在
住
の
1
8
歳
以
上
の
人

▼
定
員
・
：
2
5
人
（
先
着
順
）
▼
持

参
品
・
・
・
彫
刻
刀
（
三
本
組
み
）
、

筆
五
本
程
度
、
筆
記
用
具
、
水
彩

え
の
ぐ
、
バ
レ
ン
▼
申
し
込
み
・
・
・

木
幡
公
民
館
へ
教
材
費
三
百
円
を

添
え
て
直
接
来
館
で
。

小
倉
公
民
館
第
2
9
回

ジ
ュ
ニ
ア
教
室

－ － － 一 一 － － 一 － 一 一 － 一 一2
時
～
4
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
小
倉

公
民
館
▼
内
容
・
：
フ
ェ
ル
ト
版
画

▼
指
導
・
・
・
宇
治
市
公
民
館
版
画
サ

▼
と
き
・
：
1
1
月
2
6
日
出
、
午
後
Ｉ
ク
ル
必
一
員
▼
対
象
…
小
学
校
4

宇治百景平等院鐘楼（宇治市

公民館版画サークルの作品）

年
生
以
上
の
児
童
・
牛
徒
▼
定
員

・
：
4
0
人
（
先
着
順
）
▼
申
し
込
み

・
：
材
料
費
二
百
五
十
円
を
添
え
て

小
倉
公
民
館
へ
直
接
来
館
で
。

あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か

1
1
月
1
5
日
か
ら
総
合
福
祉
会
館
で

宇
治
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
サ
ー
ク
ル
協
議

会
で
は
、
日
ご
ろ
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
サ
ー

ク
ル
で
お
年
寄
り
・
が
活
動
さ
れ
て
い
る
成
果
を

発
表
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
第
一
回
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
サ
ー
ク
ル
活
動
発
表
会
を
開
き
ま
す
。

宇
治
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、

セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
て
お
年
寄
り
の

相
互
の
親
交
と
趣
味
、
教
養
の
向
上

を
図
り
、
生
き
が
い
づ
く
り
に
役
立

と
う
と
サ
ー
ク
ル
活
動
の
育
成
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
民
謡
や
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、

日
舞
を
始
め
書
道
、
茶
道
、
華
道
な

ど
の
十
四
の
サ
ー
ク
ル
で
三
百
八
十

五
人
の
会
員
が
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

会
貝
の
平
均
年
齢
は
七
十
五
歳
。

最
高
年
齢
は
あ
さ
ぎ
り
句
会
で
八
十

七
歳
の
お
じ
い
さ
ん
が
頑
張
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。

あ
な
た
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き
・
：
1
1
月
1
5
日
固
、

1
6
日
出
、
午
前
1
0
時
～

午
後
4
時

▼
と
こ
ろ
・
：
総
合
福
祉
会

館
三
階
集
会
室
ほ
か

▼
作
品
展
示
・
：
俳
句
・
俳

画
・
書
道
・
華
道
・
茶

道
（
茶
券
は
二
百
円
で

前
売
り
は
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
事
務
局
、
当
日

は
受
付
で
ど
う
ぞ
）

▼
演
芸
活
動
…
民
謡
・
謡

曲
・
舞
踊
・
民
舞
・
三
昧

線
・
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
。毎日の練習にも気合いが…バンパー愛

好会（ｏ月ｉｉ日総合福祉会館で）
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エ
ス
ペ
ラ
ン
ト

初
等
講
習
会

宇
治
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
4
一
で
は
、

多
く
の
人
に
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
を
理

解
し
て
い
た
だ
こ
う
と
初
等
講
習

会
を
開
宣
子
。

文
法
、
発
音
が
や
さ
し
い
の
で
、

す
ぐ
に
上
達
で
き
ま
す
。

〝茶の葉染めに郷土への思い〟

▼
と
き
・
・
・
ｕ
月
1
7
日
閑
か
ら
ｆ
ｆ
ｌ

週
木
曜
日
の
午
前
1
0
時
か
登
止
午

と
、
ｕ
月
1
5
日
脚
か
ら
毎
週
火
曜

日
の
午
後
7
時
か
ら
9
時
ま
で
の

い
ず
れ
も
ａ
カ
月
間
▼
と
こ
ろ
・
：

宇
治
市
公
民
館
二
階
和
室
▼
受
講

料
・
：
月
額
四
百
円
と
テ
キ
ス
ト
代

六
百
円
▼
申
し
込
み
・
問
い
＜
ｉ
ａ
Ｇ

せ
・
・
・
宇
治
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
心
一
の
中

た
。
お
そ
Ｓ
ｔ
ｖ
’
洋
固
家
だ
っ
た
父
の

存
在
が
こ
の
人
の
一
生
を
方
向
つ
け
た

の
ぢ
ぢ
。
幼
い
頃
か
ら
絵
画
に
な
じ

み
、
戦
前
京
展
に
入
賞
し
た
経
験
も
あ

る
。
そ
の
後
、
絵
画
か
ら
図
案
研
究
の

道
念
経
て
終
戦
直
後
の
昭
和
二
十
Ｅ
年

に
ヽ
広
野
町
に
拓
ま
レ
ふ
ｍ
工
房
″

を
開
い
て
現
在
に
至
る
。

永
ら
ぐ
住
ん
だ
宇
治
に
、
何
か
地
域

振
興
に
役
立
つ
も
の
刄
尽
ぐ
し
た
い
。

そ
ん
な
思
い
で
茶
の
葉
染
め
念
胞
め
た

の
は
、
四
年
前
。
茶
の
葉
染
め
は
茶
の

葉
か
ら
取
り
出
し
た
タ
ン
ニ
ン
酸
を
発

色
剤
で
化
学
変
化
さ
せ
て
染
色
。
理
屈

は
簡
単
だ
が
、
茶
の
葉
に
よ
り
タ
ン
ニ

ン
酸
の
分
耕
一
が
異
な
る
た
め
、
同
じ
作

品
は
で
き
な
い
。
そ
こ
が
苦
労
す
る
点

で
あ
る
が
、
フ
″
″
シ
ョ
ン
の
個
性
化

ｔ
ｙ
同
の
時
代
、
そ
れ
は
良
さ
で
も
あ
る
。

民
生
児
竃
萎
員
を
さ
れ
て
い
る
関
係

も
あ
っ
て
、
心
身
障
害
者
共
同
作
業
所

に
、
茶
の
葉
染
め
を
指
導
。
そ
こ
で
作

ら
れ
た
作
品
は
、
宇
治
茶
ま
っ
り
で
展

示
し
た
と
こ
ろ
た
ち
ま
ち
売
り
切
れ
た

村
日
出
男
さ
ん
（
き
⑩
2
0
4
7
）
で
義
務
教
育
を
終
了
し
、
養
護
学

支妻

当
日
会
場
で
も
受
け
付
け
校
へ
通
学
中
で
な
い
人
▼
申
し
込

（
社
会
教
育
課
）
み
・
・
・
Ｕ
パ
2
5
日
ま
で
に
社
会
教
育

や
ま
ぶ
き
学
級

コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス

仲
間
と
共
に
楽
し
い
ひ
ご
と
き

夕
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き
・
・
・
Ｄ
一
月
4
日
㈲
、
午
前

1
0
時
1
午
後
1
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇

治
市
総
台
福
坦
罷
ｙ
参
加
費
・
：

五
百
円
▼
対
象
・
：
市
内
在
住
ま
た

は
市
内
に
勤
務
す
る
心
身
障
害
者

４
染
め
付
け
作
業
嘸
の
山
代
谷
さ
ん

そ
う
だ
。

自
然
に
調
和
し
、
着
る
人
が
心
安
ら

か
に
な
る
よ
之
筰
品
を
退
求
し
て
ゆ

き
た
い
と
語
る
山
代
谷
章
ん
は
、
野
山

を
散
策
し
て
野
草
夕
採
取
す
る
こ
と
と
、

時
折
、
神
戸
に
赴
い
て
新
し
い
流
行
を

吸
収
す
る
こ
と
が
楽
し
み
だ
と
い
う
。

古
風
な
中
に
、
モ
ダ
ン
な
磨
尹
漂
わ

せ
る
人
で
あ
る
。

（
や
毒
し
ろ
だ
に
た
か
し
章
今
染

師
・
広
野
町
丸
山
在
住
）

課
（
容
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

（
社
会
教
育
課
）

ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

〈
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
〉

▼
と
き
・
・
・
員
忌
日
冊
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
南
部
小

学
校
で
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
ト
房
一

が
い
り
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
直
接
会
場
へ
。（

市
民
体
育
課
）

第
2
回
青
少
年
団
体

指
導
者
養
成
講
座

次
代
を
担
ヶ
吊
戸
石
た
ち
の
豊

か
な
心
と
襲
屁
を
育
成
す
る
た

め
、
青
少
年
団
体
の
活
性
化
牽
め

ざ
し
て
指
導
者
養
成
講
座
を
開
き

ま
す
。▼

日
程
・
内
容
…
左
表
、
時
間

は
い
ず
れ
も
午
後
7
時
半
～
9
時

半
▼
対
象
・
：
市
内
の
青
少
年
団
体

の
指
導
者
ま
た
は
関
心
が
あ
今
人

▼
定
員
・
・
・
6
0
人
▼
参
加
費
・
・
・
無
料

▼
申
し
込
み
・
問
忿
易
せ
・
・
・
社

青少年団体指導者養成講座日程衷

会
教
育
課

観
光
セ
ン
タ
ー
の
催
し

（
き
⑩
1
1
4
1
）
へ
。

（
社
会
教
育
課
）

◇

平
等
院
の
隣
、
宇
治
川
べ
り
の

観
光
セ
ン
タ
ー
で
は
、
書
展
な
ど

の
企
画
展
を
開
催
。
散
策
の
折
に

は
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

第
1
回
書
展

～
宇
治
の
夢
～

▼
期
間
・
・
・
Ｈ
月
Ｈ
日
倒
～
1
5
日

脚
、
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
▼

内
容
・
・
・
宇
治
の
名
所
旧
跡
な
ど
を

題
材
に
し
た
観
象
舎
会
員
の
書
道

展
。

一
日
茶
道
教
室

▼
と
き
・
・
・
1
1
月
2
0
日
面
、
第
1

回
＝
午
前
1
0
時
半
、
第
2
回
＝
正

午
、
第
3
回
―
午
後
1
時
半
、
第

4
回
9
午
後
3
時
▼
受
講
料
・
・
・
五

百
円
（
抹
茶
と
お
菓
子
付
き
）
▼

問
監
お
せ
・
・
・
観
光
セ
ン
タ
よ
≪

⑩
ｃ
ｏ
ｃ
ｏ
3
4
）
へ
。

（
商
工
観
光
課
）

％
㈲

垢
叩

％
叩

％
卯

％
㈲

日
程

青
少
年
指
４
の
研
修
を
ど
う
進
め
る
か

閉
講
式

青
少
年
指
導
と
観
・
地
域
と
の
連
携

問
題
行
動
の
現
状

今
日
の
進
学
指
溥
の
諸
問
題

開
講
式
青
少
年
団
体
活
動
の
意
義
と
役
割

’
内
容

助
言
者
井
筒
洋
造
さ
ん

助
言
者
笠
嶋
教
瑞
さ
ん

青
少
年
対
策
室
職
貝

城
南
高
校
校
長
西
野
是
夫
さ
ん

京
都
大
学
教
授
柴
野
昌
山
さ
ん

講
師

お
知
ら
せ

催し物

第1回老人福祉セ
ンターサークル活
動発表会

私たちの宇治百景展宇
治
に
生
き
る
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「はばたく京都のスポーツ推進大会」協賛参加

主催／宇治市・宇治市教育委員会・第43回国民体育大会宇治市準備委員会主唱／京

都府・京都府教育委員会・第43回国民体育大会京都府準備委員会・糾京都府体育協

会後援／宇治市体育指導委員会・輔宇治市体育協会・宇治市体育振興会連合会
・

－ － － ・ ●

市役所連絡所の場所

ご利用ください

市役所連絡所

▲市役所連絡所（羽拍子町）

住
民
票
な
ど
電
話
申
請
で

市
で
は
、
八
ヵ
所
の
商
店
の
ご

協
力
を
得
て
連
絡
所
か
設
け
て
い

ま
す
。
こ
の
連
絡
所
で
は
、
次
の

も
の
か
取
り
扱
っ
て
い
ま
ず
。
手

設置場所 設置店名 休業日

木幡御園（御蔵山商店街）岩田書店 定休なし

木幡内畑（京阪木幡駅西50ｍ）
ジンノ書店日曜日

五ヶ庄芝ノ東（宇治小学校前）黄梨薬局 定休なし

棋島町南落合（12の通り）あたりや 金曜日

小倉町西浦（近鉄小倉駅前）カメラのうさぎ堂金曜日

伊勢田町遊田（西宇治高校西側）小山瑞泉堂定休なし

広野町茶屋裏（近鉄大久保駅前）荒木書店 日曜日

羽拍子町（大開マーケット東側）
松下時計店水曜日

冷
え
込
み
が
厳
し
く
な
り
、

暖
房
器
具
の
恋
し
い
季
節
が
や

っ
て
き
ま
し
た
。
押
し
入
れ
に

あ
っ
た
ス
ト
ー
ブ
や
コ
タ
ツ
な

戸
矛
取
り
出
し
、
使
用
す
る
前

に
も
う
一
度
、
次
の
こ
と
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

（
使
用
す
る
場
所
は
〉

Ｏ
カ
ー
テ
ン
や
、
燃
え
や
す
い

も
の
の
そ
ば
で
は
、
使
用
し

な
い
。

○
部
屋
の
出
入
口
な
ぺ
人
の

通
る
場
所
や
、
風
の
あ
る
場

所
で
は
使
用
し
な
い
。

④

琴
糸
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〈
利
用
の
し
か
た
〉

▽
住
民
票
の
写
し
…
市
民
課
へ
電

話
で
申
請
欠
午
前
Ｈ
時
半
ま

で
の
申
請
分
は
、
そ
の
日
の
午

後
4
時
ま
で
に
連
絡
所
へ
配
達

し
ま
す
。
そ
れ
以
後
の
申
請
分

は
翌
日
に
な
り
水
子
。

▽
戸
籍
騰
・
抄
本
、
身
元
証
明
書
…

も
よ
り
の
連
絡
所
で
申
請
書
に

記
入
し
、
手
数
料
お
よ
び
郵
送

料
を
備
え
付
け
の
封
筒
に
入
れ

て
預
け
て
ぐ
だ
さ
い
。
2
～
3

日
中
に
直
接
郵
送
し
ま
ず
。
な

お
、
本
籍
が
宇
治
市
に
無
い
場

Ｏ
換
気
で
き
な
い
場
所
や
、
換

気
の
悪
い
場
所
で
は
使
用
し

な
い
。

〈
使
用
す
る
と
き
の
注
意
〉

○
ス
ト
ー
ブ
の
上
や
、
周
囲
に

・

－ ●

－ － － － ●

暖房器具の点検を

｀
一一

－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
－
－
―
－
－
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
9
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
自
1
1
自
1

火をつけたままの給油はとても危険

合
は
交
付
で
き
ま
せ
ん
。

▽
母
子
健
康
手
幔
・
・
・
医
師
な
ど
の

発
行
す
る
妊
娠
届
出
書
に
記
入

の
う
え
、
匂
よ
り
の
連
絡
所
で

備
え
付
け
の
封
筒
に
、
郵
送
料

（
二
百
四
十
円
）
と
と
も
に
入

れ
て
預
け
で
ぐ
だ
さ
い
。
2
～

お
知
ら
せ

糖
尿
病
の
つ
ど
い

宇
治
久
世
医
師
会
と
府
糖
尿
病

協
会
で
は
、
糖
尿
病
の
人
や
そ
の

家
族
な
ど
を
対
象
に
、
こ
と
し
も

糖
尿
病
の
つ
ど
い
を
開
き
毒
ｙ
。

▼
と
き
・
：
Ｈ
月
1
9
日
出
、
正
午

～
午
後
4
時
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
市

保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
▼
講
演
・
：

「
糖
尿
病
の
話
と
療
養
の
指
導
」

府
立
医
科
大
学
助
教
授
・
福
井
厳

さ
ん
▼
催
し
・
：
検
尿
。
血
圧
測
定
、

糖
尿
病
の
人
の
た
め
の
正
月
料
理

展
示
、
8
0
カ
ロ
リ
ー
の
お
や
つ
の

試
食
、
食
事
指
導
な
ど
▼
入
場
…

無
料
。
（
保
健
予
防
課
）

お
正
月
料
理
教
室

▼
と
き
・
・
・
1
2
月
2
日
吻
、
3
日

出
、
い
ず
れ
も
午
後
1
時
か
ら
▼

は
、
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
。
○
火
が
つ
い
た
ま
ま
持
ち
運
び
を
し
な
い
。
○
使
用
中
は
、
と
有
乙
き
部
屋
の
換
気
を
行
う
。
○
正
常
に
燃
焼
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
Ｏ
外
出
す
る
と
き
や
、
寝
る
と
き
は
完
全
に
消
火
し
て
い
る
こ
と
か
確
認
す
る
。
誰
に
で
も
で
き
る

防
火
の
四
チ
ェ
ッ
ク
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

〈
防
火
の
四
チ
ェ
ッ
ク

〉
①
場
所
は
危
険
で
は
な
い
か
。
②
器
具
は
安
全
か
。
。
③
使
い
方
は
正
し
い
か
。
④
あ
と
始
末
は
完
全
か
。
（
消
防
本
部
）

3
日
中
に
直
接
郵
送
し
康
ｙ
。

郵
送
を
希
華
し
な
い
人
は
、
運

絡
所
へ
受
け
取
り
に
行
っ
て
ぐ

だ
さ
い
。

お
問
毀
Ｂ
せ
は
市
民
課
（
酋

⑩
Ｏ
～
Ｏ
、
⑩
3
1
4
1
内
線

2
8
1
）
ま
で
。
’
（
市
民
課
）

と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン

ト
▼
講
師
・
：
料
理
研
究
家
、
星
野

美
智
子
吸
ん
▼
材
料
費
・
：
千
五
百

円
▼
定
員
・
・
・
各
3
6
人
（
先
着
順
）

▼
申
し
込
み
・
：
2
日
間
の
う
ち
希

望
ず
る
日
か
選
ん
で
、
材
料
費
を

添
え
て
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト

（
宇
治
里
尻
、
市
民
会
館
一
階
豊

0
2
3
1
5
）
へ
。
電
話
で
の
申

し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

（
交
通
労
政
課
）

和
装
着
付
け
教
室

▼
と
き
・
・
・
1
2
月
7
日
唄
8
日

出
、
い
ず
れ
も
午
後
1
時
か
ら
▼

と
こ
ろ
・
：
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン

ト
▼
講
師
・
・
・
日
本
和
装
総
合
学
院

竿
治
分
校
長
、
斉
藤
喜
美
技
さ
ん

ほ
か
▼
受
講
料
…
無
料
▼
定
員
・
・
・

各
4
0
人
（
先
着
順
）
▼
申
し
込
み

・
・
・
2
日
間
の
う
ち
希
撃
葛
日
を

選
ん
で
、
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン

ト
へ
。
（
交
通
労
政
課
）

地
域
整
備
計
画

策
定
協
議
会

広
野
町
の
地
域
整
備
氾
豪
儀

定
す
る
た
め
、
笙
ハ
回
協
議
会
を

開
章
栄
ｙ
。
住
民
の
皆
さ
ん
は
傍

聴
で
全
手
］
。

▼
と
き
・
・
1
1
月
1
6
日
困
、
午
後

7
時
半
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
：
広
野
集

会
所
。
（
企
画
課
）

は
か
り
の
定
期
検
査

1
1
月
4
日
か
ら

府
計
量
検
定
所
で
は
、
業
務
に

使
用
す
る
は
か
り
の
定
期
検
査
を

行
い
ま
す
。

業
務
用
は
か
り
は
、
検
査
を
受

け
な
い
と
使
用
で
呈
安
ん
の
で

必
ず
検
査
を
受
け
て
ぐ
だ
さ
い
。

検
査
に
は
、
手
数
料
と
印
鑑
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。
詳
し
ぐ
は
、
市

役
所
商
工
観
光
課
ま
で
、
お
問
い

4
ａ
ｅ
＼
く
だ
さ
い
。

〈
検
査
日
程
と
会
場
〉

・
1
1
月
1
4
日
側
―
東
宇
治
中
学
校

・
1
1
月
1
5
Ｒ
㈹
ふ
否
シ
ョ
″
プ

セ
ン
タ
ー

・
1
1
月
1
6
日
困
1
小
倉
小
学
校

・
Ｈ
月
1
7
旦
Ｔ
大
久
保
小
学
校

・
1
1
ａ
忖
向
、
2
2
ｒ
ａ
Ｓ
＝
宇
治

市
役
所

い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
か
ら
午
後

3
時
ま
で
。
（
商
工
観
光
課
）

街
頭
料
金
の
補
助

市
で
は
、
町
内
会
や
自
治
会
が

管
理
す
る
街
灯
の
電
気
料
金
夕
禰

助
1
手
。

補
助
す
る
額
は
、
①
街
灯
数
×

け
い
光
灯
2
0
ｗ
の
定
額
料
金
一
ヵ

月
分
（
2
4
4
円
）
×
1
2
ヵ
月
×
3
分

の
Ｉ
、
②
拍
符
分
電
気
料
金
ｘ
1
9
一

ヵ
月
×
3
分
の
1
の
内
、
①
ま
た

は
②
の
ど
ち
ら
か
低
い
方
で
す
。

す
で
に
、
各
町
内
会
長
さ
ん
に

申
請
書
を
お
送
9
し
て
い
ま
す
の

で
、
十
一
月
三
十
日
ま
で
に
、
都

市
整
備
失
対
事
業
課
へ
。

（
都
市
整
備
失
対
事
業
課
）

近
畿
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

京
都
大
会

▼
と
き
・
・
・
1
1
月
2
7
日
㈲
、
午
前

9
時
｛
Ｔ
▼
と
こ
ろ
・
・
・
府
立
宇
治

公
園
▼
内
容
…
ｏ
パ
レ
ー
ド
＝
午

前
1
0
時
半
か
ら
、
府
警
音
楽
隊
を

先
頭
に
国
鉄
宇
治
駅
↓
宇
治
橋
通

り
↓
京
阪
宇
治
駅
前
↓
朝
霧
橋
↓

塔
の
島
の
コ
ー
ス
で
ｏ
式
典
・
：

午
前
1
1
時
1
5
分
か
ら
正
午
ま
で
、

先
に
行
っ
た
標
語
募
集
の
入
賞
者

の
表
彰
、
記
念
植
樹
な
ど
。

ク
リ
ー
ン
宇
治
運
動
推
進
協
議

会
で
は
、
秋
の
一
斉
美
化
清
掃
日

の
事
業
と
し
て
、
当
日
午
前
9
時

か
将
蒔
ま
で
市
内
各
所
刄
夭
化

作
業
を
実
施
。
（
商
工
観
光
課
）

訂
正

市
政
だ
よ
り
十
一
月
一
日
号
の
四
面
、
「
相
談
カ
レ
ン
ダ
ー
」
の
中
で
、
心
配
ご
と
相
談
の
担
当
が
（
民
生
児
童
私
員
）
、
儲
聚
ハ
曜
日
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
誤
り
で
し
た
。
（
民
生
忠
屋
貪
）
、
毎
週
月
曜
日
に
訂
正
し
、
お
わ
び
し
ま
す
。

256

く
ら
し
と
防
災

　63年京都国体の成功を期して開かれる

「はばたく京都のスポーツ推進大会」事業

として、宇治市民ジョギ

ング大会を行います。ふ

るってご参加ください。

とき　11月20日（日）

　　午前10時～正午

　　（雨天中止）

ところ　太陽が丘（中，mm、na．＾B）

コース　太陽が丘→宇治市役所→太陽が丘（約4km）

日程　開会・市歌斉唱・あいさつ・準備体操、

　　　ジョギング出発（川時）、閉会

　女子駅伝選手
と一緒に走ろう

宇治市民ジョギング大会

ジョギングコース
案内
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